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み
ち
え
き
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ

８月30日（土）８月30日（土）

▲バルーンパフォーマー
　キックさんが来てくれました！

▲縁日（釣れた～！）

▲あっさぶメークイン10㎏チャレンジ！

▲１位は丹保麻美さん（字社の山）でした！

▲あっさぶメークインポテトチップスが
　先行販売。約1,000袋売れました。

▲木村香澄さん（左）歌謡ショー

▲建て替えのため取り壊される道の駅物産館への
　メッセージが寄せられました。

▲フィナーレは道の駅物産館への感謝と共に
　花吹雪が舞いました。

少年団
大　会
結　果

　

９
月
14
日

（日）
に
苫
小
牧
市
で
開
催
さ
れ
た
第

43
回
北
海
道
小
学
生
陸
上
競
技
大
会
で
、
厚
沢

部
Ａ
Ｃ
所
属
、
厚
沢
部
小
５
年
の
服
部
準じ

ゅ
ん
た大

さ

ん
が
、
小
学
５
年
男
子
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル

投
げ
で
59
ｍ
58
を
記
録
し
、
小
学
５
年
男
子
の

北
海
道
記
録
を
更
新
し
て
優
勝
し
ま
し
た
。
服

部
準
大
さ
ん
は
８
月
11
日

（月）
に
青
森
市
で
開
催

さ
れ
た
第
14
回
東
日
本
都
道
府
県
小
学
生
陸
上

競
技
交
流
大
会
で
も
５
・
６
年
生
混
合
で
８
位

の
好
成
績
を
収
め
て
お
り
、
優
勝
候
補
の
一
人

と
し
て
本
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

　

同
じ
く
厚
沢
部
小
５
年
の
三
戸
奏か

の

ん音
選
手
も

小
学
５
年
女
子
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ボ
ー
ル
投
げ
に

出
場
し
、
23
ｍ
33
を
記
録
し
、
15
位
と
な
り
ま

し
た
。  

服
部
準じ

ゅ
ん
た大

さ
ん

�

全
道
大
会
優
勝
！

●
第
19
回
近
隣
市
町
少
年
柔
道
交
流
大
会

　

９
月
７
日

（日）　
　

鹿
部
町
総
合
体
育
館

　

厚
沢
部
小
６
年　

加
藤
心み

さ

と智
さ
ん

　

個
人
戦　

　

小
学
５
・
６
年
生
女
子
の
部（
無
差
別
級
）　

第
３
位

●
「
第
45
回
イ
エ
ロ
ー
ス
タ
ー
ズ
杯

　

北
海
道
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
函
館
地
区
予
選
大
会
」

　

８
月
30
日

（土）　
　

森
町
民
体
育
館

　

厚
沢
部
小
５
年　

奈
良
吏つ

か
ささ

ん
所
属
・
江
差
北
鴎
Jr. 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団　

男
女
混
合
の
部　

第
３
位

　

11
月
に
苫
小
牧
市
で
開
催
さ
れ
る
道
南
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

で
も
全
力
プ
レ
ー
し
ま
す
！

▲加藤心
み さ と

智さん

▲江差北鴎 Jr. バレーボール少
年団の皆さん

  物価高騰支援に伴う水道基本料金の免除

町では、物価高騰支援としまして、水道基本料金1,700円を３か月間免除いたします。
なお、当支援を受けるにあたり、申請手続は不要です。

＜免除対象＞令和７年11月から令和８年１月までの３か月間

検針月（請求月） 口座振替日 請求書発送時期

令和７年11月 令和７年12月25日 令和７年12月上旬

令和７年12月 令和８年１月26日 令和８年１月上旬

令和８年１月 令和８年２月25日 令和８年２月上旬

※下水道料金は減免の対象となりません。
※病院用・浴場用・工場用・臨時用の水道基本料金も 1,700 円免除となります。

 ●問合せ先 建設水道課　上下水道係　 ☎６４－３３１６
▲ざるラーメン大食いチャレンジに大食漢５名が集結！

食べたぞ！食べたぞ！

▲キックさん作成の
　おらいもくんとはぜる　
　くんが可愛い！

▲全道大会優勝の服部準
じゅんた

大さん



5 4

▲館町、信廣山の前で記念撮影！

『各神社　『各神社　例大祭例大祭』』

▲新町、みんなで厚沢部音頭！ ▲赤沼町、華やかな赤誠山！▲新町、大人神輿！

厚
沢
部
産
日
本
酒
を
造
り
た
い

厚
沢
部
産
日
本
酒
を
造
り
た
い

酒
米
「
彗す

い
せ
い星

」
を
初
収
穫
！

　

「
新
た
な
特
産
品
と
し
て
地
元
に

愛
さ
れ
る
日
本
酒
を
造
り
た
い
！
」

と
、
木
村
玲
香
さ
ん（
字
富
里
）
と
、

前
田
潤
子
さ
ん（
字
富
栄
）が
今
春
か

ら
酒
米
「
彗
星
」
の
作
付
け
を
始

め
、
９
月
上
旬
に
収
穫
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

順
調
に
育
っ
た
酒
米
は
、
約
２
ト

ン
の
収
量
と
な
り
、
乾
燥
調
整
後
、

七
飯
町
の
「
箱
館
醸
造
」
に
出
荷
、

日
本
酒
へ
と
加
工
さ
れ
ま
す
。

　

収
穫
を
行
っ
た
木
村
さ
ん
と
前
田

さ
ん
は
「
倒
伏
も
な
く
、
無
事
に
収

穫
が
で
き
た
こ
と
が
何
よ
り
嬉
し

い
」
と
収
穫
を
喜
び
ま
し
た
。

　

日
本
酒
の
完
成
、
販
売
は
来
年
夏

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

木
村
さ
ん
、
前
田
さ
ん
は
「
初
夏

に
完
成
す
る
お
酒
な
の
で
、
冷
や
し

て
お
い
し
い
キ
レ
の
あ
る
お
酒
に
し

た
い
。
唯
一
の「
厚
沢
部
の
日
本
酒
」

と
し
て
、
祭
事
の
際
や
特
別
な
時
間

に
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
特
産

品
で
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
け

れ
ば
」と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

▲収穫を喜ぶ、木村さん（左）と前田さん（右）

▲頭を垂れる酒米「彗星」

 

大
学
ア
ウ
ト
キ
ャ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
事
業

　

「
愛
知
学
院
大
学
」

▲鶉ダムにて記念撮影
　

愛
知
学
院
大
学
の
学
生
８
名
が

９
月
３
日

（水）
か
ら
９
日

（火）
ま
で
の

７
日
間
厚
沢
部
町
を
訪
れ
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先（
字
美
和
・
福
田
浩
太

郎
さ
ん
、
館
町
・
西
口
智
章
さ
ん
、

字
富
里
・
木
村
卓
也
さ
ん
）
で
の

農
作
業
や
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る

で
の
園
児
た
ち
と
の
交
流
、
鶉
ダ

ム
、
野
菜
出
荷
施
設
の
見
学
、
石

窯
ピ
ザ
・
五
右
衛
門
風
呂
体
験
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

８
日

（月）
に
行
わ
れ
た
報
告
会
で

は
「
厚
沢
部
の
人
達
の
温
か
さ
が

と
て
も
嬉
し
か
っ
た
」「
何
を
食
べ

て
も
お
い
し
く
て
、
自
分
で
手
を

か
け
た
野
菜
は
特
別
お
い
し
か
っ

た
」「
素
敵
な
過
疎
と
は
何
か
町
民

の
皆
さ
ん
か
ら
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
」
な
ど
事
業
を
通
し
て
感
じ

た
こ
と
の
報
告
を
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
報
告
会
の
最
後
で
は
愛

知
で
の
厚
沢
部
フ
ァ
ン
獲
得
の
た

め
に
、
学
校
文
化
祭
や
大
学
近
く

で
厚
沢
部
町
を
Ｐ
Ｒ
で
き
な
い
か

愛
知
に
戻
っ
て
か
ら
企
画
し
て
い

き
た
い
と
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

▲農業体験（ネギ収穫）

▲農協施設見学

▲園児と遊びを通した交流 ▲農業体験（ブロッコリー収穫）

▲最終日には活動報告を行いました。
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令
和
７
年
『
第
３
回
厚
沢
部
町
議
会
定
例
会
』
が
９
月
９
日

（火）
、
10
日

（水）
の
２
日
間
開
催
さ
れ
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
補

正
予
算
案
や
、
指
定
管
理
者
の
指
定
案
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
及
び
各

特
別
会
計
の
決
算
認
定
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
議
事
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、『
議
会
だ
よ
り
12
月
号
』
及

び
『
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
に
て
お
伝
え
し
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
案
は
３
２
４
５
万
５
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
57
億
４
０
７
２
万

２
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

補
正
の
内
容
は
、
地
方
拠
点
開

設
支
援
事
業
補
助
金
、
11
月
か
ら

利
用
開
始
を
予
定
し
て
い
る
「
緑

町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
」
の
施
設

管
理
費
、定
額
減
税
補
足
給
付
金
、

障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
等
過
年

度
精
算
返
還
金
、各
種
検
診
費
用
、

物
価
高
対
策
と
し
て
水
道
の
基
本

料
金
を
３
か
月
間
減
免
す
る
た
め

の
財
源
と
し
て
簡
易
水
道
事
業
会

計
繰
出
金
運
営
費
、
有
害
鳥
獣
対

策
費
、
豊
か
な
森
づ
く
り
推
進
事

業
費
補
助
金
な
ど
で
す
。

令
和
７
年
第
３
回
町
議
会
定
例
会

一
般
会
計
予
算
を
追
加

指
定
管
理
者
の
指
定
を
同
意

　

緑
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
と
し
て
厚
沢
部
町
森
林

組
合
を
指
定
し
ま
し
た
。

会　　計　　名 歳 入 歳 出 差 引

国民健康保険事業 536,908,008 528,893,587 8,014,421

後期高齢者医療 82,283,262 82,283,262 0

介護保険事業（保険勘定） 690,224,105 682,318,926 7,905,179

介護保険事業（介護サービス勘定） 2,498,200 2,498,200 0

簡易水道事業
収益 225,946,855 209,713,268 16,233,587

資本 307,538,026 342,791,548 △ 35,253,522※

農業集落排水事業
収益 241,995,392 239,840,489 2,154,903

資本 36,573,857 68,400,409 △ 31,826,552※

国民健康保険病院事業
収益 512,111,792 512,048,711 63,081

資本 12,038,743 12,038,743 0

各
特
別
・
企
業
会
計
決
算

※
一
般
会
計
決
算
内
容
の
詳
細
は

　

８
～
９
頁
に
記
載
。

（単位：円）

委
員
の
任
命
を
同
意

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
に
山
内
敏
明
氏
（
鶉
町
・
73
歳
）

を
再
任
し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
委
員
に
竹
中
忍
氏

（
鶉
町
・
64
歳
）を
再
任
し
ま
し
た
。

条
例
の
一
部
改
正

　

厚
沢
部
町
議
会
議
員
及
び
厚
沢

部
町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

動
の
公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
、

厚
沢
部
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
、

厚
沢
部
町
企
業
立
地
促
進
条
例
の

一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
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　国勢調査調査員が
　各世帯を訪問中です。 ご協力をお願いいたします。

緑町ふれあいセンターの指定管理者が決定
 令和７年第３回町議会定例会で次の施設の指定管理者の指定について、議会の議決がなされました。

●指定管理者制度について
　指定管理者制度とは、多様化するニーズに効果的・効率的に対応するため、民間ノウハウを活用し、
住民サービスの向上と経費削減等を図ることを目的として、民間事業者等も公の施設の管理を行うこ
とができる制度です。
　町では指定管理者を決定する際、業務計画書や収支計画書などをもとに、施設の適切な維持管理や
経費削減が図られているか、利用者の平等な利用の確保やサービスの向上が図られているかなどの選
定基準に照らし合わせて総合的に審査し、選定しています。

施設の名称 施設の所在地 指定管理者の名称及び代表者名 指定期間

緑町ふれあいセンター 緑町70番地

厚沢部町森林組合

代表理事組合長　庄山　信正

檜山郡厚沢部町緑町72番地１

令和７年11月１日

～

令和12年10月31日

（５年間）

※不足する額35,253,522円は、当年度分損益勘定保留資金35.253,522円で補填した。

※不足する額31,826,552円は、引継金15,956,898円、消費税及び地方消費税資本的収支調整額15,869,654円で補填した。
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一般会計決算公表

町
税
の
内
訳

令
和
６
年
度

一
般
会
計
決
算
収
支
状
況

目
的
別
歳
出
概
要

令
和
６
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

令
和
６
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
公
表

区 分 決 算 額 構 成 比

議 会 費 46,705 0.8 

総 務 費 1,876,201 34.6 

民 生 費 795,957 14.7 

衛 生 費 513,893 9.5 

労 働 費 149 0.0 

農林水産業費 608,516 11.2 

商 工 費 277,225 5.1 

土 木 費 221,581 4.1 

消 防 費 225,321 4.1 

教 育 費 381,585 7.0 

災 害 復 旧 費 5 0.0 

公 債 費 481,391 8.9 

合 計 5,428,529 100.0 

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
よ
り
、
財
政

指
標
（
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率
）
の
公
表
、
判
断
基

準
以
上
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
財

政
健
全
化
計
画
等
の
策
定
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
厚
沢
部
町
各
会
計

の
決
算
に
基
づ
き
健
全
化
判
断
比

率
を
算
定
し
た
と
こ
ろ
、
下
表
の

と
お
り
、
い
ず
れ
の
指
標
に
つ
い

て
も
早
期
健
全
化
基
準
、
財
政
再

生
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

※ 1�実質赤字額、連結実質赤字額がないため「－」で表示し、

参考として黒字の比率を（ ）内にマイナス表記していま

す。

※ 2�将来負担比率は、将来負担に対し充当可能財源が上回っ

ているため指標は「－」で表示しています。

●�各公営企業会計（国保病院事業、簡易水道事業及び農業
集落排水事業）における「資金不足比率」については、
令和６年度決算において資金不足を生じた企業がないた
め、該当ありません。

歳入
（収入）

歳出
（支出）

総額　55億1,488万9千円

総額　54億2,852万9千円

町税　３億9,365万円（7.1％）

地方交付税　28億1,070万7千円（51.0％）

地方公共団体間の財政不均衡を
是正し、必要な財源を保障する
ため、国から地方公共団体に対
して交付される。国税のうち所
得税、法人税、酒税、消費税の
一定割合及び地方法人税の全額
が充てられる。

国・道支出金　7億5,024万1千円（13.6％）

町債　2億2,328万8千円（4.1％）

その他　13億3,700万3千円（24.2％）

国や道から使途を指定されて交付される
補助金等

主に公共施設の建設事業費の財
源としての借入金

繰入金、繰越金、財産収入、使用料、
手数料等

人件費　7億9,249万1千円（14.6％）

職員等に支払われる給与、手当及び共済費や
議会議員及び各種委員に支払われる報酬等

扶助費　3億7,235万2千円（6.8％）

地方公共団体が各種の法令等に基づ
き、被扶助者に対して支出する経費

公債費　4億8,139万1千円（8.9％）

借金の元金、利子の償還金及び
一時借入金の利子の合算額

投資的経費　7億8,018万2千円（14.4％）

道路、橋りょう、学校及び公営住宅等の建
設等、行政水準の向上に直接寄与する経費

（普通建設事業費・災害復旧事業費等）

補助費等　13億1,312万円（24.2％）

町が支出する補助金、負担金、報償費
及び火災保険料等

積立金　4億1,382万1千円（7.6％）

基金に積み立てるために支出される経費

その他　12億7,517万2千円（23.5％）

物件費、維持補修費及び繰出金

★令和６年度　一般会計歳出（主なもの）

★令和６年度　一般会計歳入（主なもの）

令和６年度
　

議
会
の
認
定
に
付
し
た
会
計
決

算
に
つ
い
て
は
地
方
自
治
法
に
お

い
て
公
表
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
で
は
第
３
回
町
議
会

定
例
会
で
認
定
さ
れ
た
令
和
６
年

度
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

町民税

1億6,378万5千円（41.6％）

固定資産税　

1億7,916万1千円（45.5％）

市町村たばこ税

3,268万4千円（8.3％）

軽自動車税　

1,579万6千円（4.0％）

入湯税　

222万4千円（0.6％）

（単位：千円、％）

　

令
和
６
年
度
決
算
規
模
に
つ
い

て
は
、
歳
入
が
55
億
１
４
８
８
万

９
千
円
、
歳
出
が
54
億
２
８
５
２

万
９
千
円
と
な
り
、
差
引
収
支
８

６
３
６
万
円
を
令
和
７
年
度
へ
繰

り
越
し
ま
し
た
。
な
お
、
翌
年
度

へ
の
繰
越
財
源
３
１
３
万
４
千
円

を
除
く
実
質
収
支
は
８
３
２
２
万

６
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
決

算
額
と
比
較
し
て
６
億
２
６
７
３

万
１
千
円（
12
・
８
％
）
の
増
と

な
っ
て
お
り
、
主
な
要
因
は
、
過

疎
対
策
事
業
債
、
脱
炭
素
化
推
進

事
業
債
等
の
町
債
の
増
や
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
導
入
支

援
事
業
費
補
助
金
等
の
道
支
出
金

の
増
、
ま
た
デ
ジ
タ
ル
基
盤
改
革

支
援
補
助
金
等
の
諸
収
入
の
増
な

ど
で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
決

算
額
と
比
較
し
て
６
億
２
８
４
２

万
７
千
円（
13
・
１
％
）
の
増
と

な
っ
て
お
り
、
う
ず
ら
温
泉
改
修

工
事
費
や
小
・
中
学
校
冷
房
設
備

設
置
工
事
費
、
ま
た
太
陽
光
発
電

設
備
等
設
置
工
事
費
の
増
な
ど
に

よ
る
総
務
費
、
商
工
費
及
び
教
育

費
の
増
な
ど
が
主
な
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。

（単位：千円、％）

歳　入

Ａ

歳　出

Ｂ

形式収支

Ｃ＝Ａ+Ｂ

翌年度

繰越財源

Ｄ

実質収支 

Ｅ＝Ｃ－Ｄ

積立金

（財政調整基金）

Ｒ6 5,514,889 5,428,529 86,360 3,134 83,226 305,647 

Ｒ5 4,888,158 4,800,102 88,056 7,334 80,722 259,134

（単位：千円）

指     標
令和６年度 

厚 沢 部 町

早期健全

化 基 準

財政再

生基準

健

全

化

判

断

比

率

①実質赤字比率 ※1　－%（△2.66%） 15.00% 20.00%

②連結実質赤字比率 ※1　－%（△14.49%） 20.00% 30.00%

③実質公債費比率 7.2% 25.0% 35.0%

④将来負担比率 ※2　　　　　 －% 350.0%
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９
月
１
日

（月）
に
、
１
年
生
が
写

真
家
の
古
世
さ
ん
を
招
き
、
撮
影

テ
ク
ニ
ッ
ク
や
被
写
体
と
の
向
き

合
い
方
を
学
び
ま
し
た
。
翌
９
月

２
日

（火）
に
は
、
函
館
高
専
の
山
田

教
授
ら
に
よ
る
半
導
体
に
つ
い
て

の
出
前
授
業
が
あ
り
、
２
年
生
が

身
近
な
機
器
で
の
半
導
体
の
利
用

を
学
び
ま
し
た
。
実
習
で
は
、
半

導
体
の
特
性
を
体
験
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ラ
イ
ト
の
点
灯
や
温
度
測
定
を
行

い
ま
し
た
。
専
門
家
の
指
導
に
よ

る
貴
重
な
学
習
体
験
で
し
た
。

館
小
一
日
防
災
学
校

　

８
月
26
日

（火）
、
２
年
生
の
家
庭

科
で
浴
衣
の
着
付
け
教
室
を
行
い

ま
し
た
。
小
林
豊
子
き
も
の
学
院

か
ら
６
名
の
講
師
の
先
生
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

先
生
方
が
ゆ
っ
く
り
と
分
か
り

や
す
く
説
明
し
て
く
だ
さ
っ
た
お

か
げ
で
、
全
員
が
浴
衣
を
着
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
帯
を
結
ぶ
と

こ
ろ
は
少
し
難
し
そ
う
で
し
た

が
、
み
ん
な
一
生
懸
命
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。

　

浴
衣
を
着
た
生
徒
た
ち
は
と
て

も
嬉
し
そ
う
で
、
素
敵
な
笑
顔
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
日
本
の
伝

統
文
化
に
触
れ
る
貴
重
な
体
験
と

な
り
ま
し
た
。

　

９
月
１
日

（月）
、
館
小
学
校
で
「
一

日
防
災
学
校
」
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
洪
水
を
想
定
し
た
避
難
訓
練

で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
落
ち
着
い

て
避
難
し
、
消
防
署
の
方
と
校
長

先
生
か
ら
話
を
聞
き
ま
し
た
。
１
・

２
年
生
は
「
防
災
か
る
た
」
で
楽

し
く
学
び
、
３
年
生
以
上
は
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
使
っ
て
避
難

ル
ー
ト
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
「
安
全
な
お
寺
へ
向

か
う
」
と
い
う
案
を
出
し
、
実
際

に
確
認
し
ま
し
た
。
お
寺
は
高
い

場
所
に
あ
り
、
洪
水
の
危
険
が
少

な
い
こ
と
を
実
地
で
確
認
で
き
ま

し
た
。
こ
の
学
習
に
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
地
域
の
皆
さ
ま
に
感
謝

し
、
子
ど
も
た
ち
は
防
災
の
知
識

を
身
に
つ
け
ま
し
た
。

２
学
期
ス
タ
ー
ト

　

８
月
25
日

（月）
よ
り
２
学
期
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
多
く
の
行
事

を
通
し
て
一
人
一
人
が
活
躍
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

厚
中 

着
付
け
教
室

　　　　　　－教育委員会だより－－教育委員会だより－

▲１・２年生 防災かるたで学ぶ様子

１
日

（水）
檜
山
中
体
連
駅
伝

18
日

（土）
厚
小
学
習
発
表
会

　
　
　

館
小
学
習
発
表
会

20
日

（月）
厚
小
・
館
小
振
替
休

24
日

（金）
館
小
開
校
記
念
日

25
日

（土）
厚
中
光
翔
祭

27
日

（月）
厚
中
振
替
休

30
日

（木）
～
31
日

（金）

　
　
　

小
学
校
合
同
宿
泊
研
修

10
月
の
主
な
学
校
行
事

心豊かに学び、 厚沢部町の未来を拓く人を育む

教育委員会だより

文責　厚沢部町教育委員会

令和７年（2025年）10月

No.23
▲館小学校始業式

▲２年生 真剣に帯を結ぶ様子

厚
中 

総
合
的
な
学
習

▲写真家　古世さん▲函館高専　山田教授

厚
小 

食
育
授
業

　

９
月
12
日

（金）
、
Ｊ
Ａ
新
は
こ
だ

て
青
年
部
の
協
力
を
得
て
、
食
育

授
業
が
全
学
年
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
食
材
に
つ
い
て
学
ん
だ

後
、
厚
沢
部
産
の
素
材
を
使
っ
た

牛
丼
や
み
そ
汁
、
サ
ラ
ダ
を
食
べ

て
地
元
愛
を
深
め
ま
し
た
。

▲６年生 給食の様子

社
会
教
育
通
信

　
敗
戦
と
戦
後
開
拓

お
す
す
め
新
着
図
書

●
「
ク
ラ
ゲ
の
く
ら
し
」　
水
口

博
也
（
著
）（
少
年
写
真
新
聞
社
） 

 

ク
ラ
ゲ
の
生
態
を
知
れ
る
ク
ラ

ゲ
が
い
っ
ぱ
い
写
真
絵
本
。
海
洋

生
物
を
知
り
た
い
人
に
も
お
す
す

め
の
入
口
に
な
る
本
で
す
。

●
「
海
　
ビ
ー
グ
ル
号
で
海
た
ん

け
ん
」　
高
久
至
（
写
真
・
文
）（
ア

リ
ス
館
）

 

古
い
車
を
改
造
し
た
キ
ャ
ン
ピ

ン
グ
カ
ー
「
ビ
ー
グ
ル
号
」
に
乗

っ
て
、
日
本
各
地
の
海
を
見
て
回

っ
た
著
者
の
レ
ポ
ー
ト
的
写
真
絵

本
で
す
。

　

昭
和
20
年
の
敗
戦
後
、
厚
沢
部

町
に
も
多
く
の
海
外
居
住
者
が
引

き
揚
げ
て
き
ま
し
た
。
彼
ら
の
多

く
は
樺
太
か
ら
の
引
き
揚
げ
で
、

昭
和
31
年
現
在
１
１
８
世
帯
が
厚

沢
部
町
で
生
活
し
て
お
り
、
こ
の

う
ち
約
80
％
は
農
業
に
従
事
し
て

い
ま
し
た
。

　

引
揚
者
の
居
住
地
は
厚
沢
部
町

全
域
に
及
び
、
大
き
く
５
つ
の
エ

リ
ア
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

う
ち
、
俄
虫
・
土
橋
地
区
を
除
く

地
域
は
新
た
な
開
拓
地
へ
の
入
植

で
し
た
。
意
養
、
小
鶉
、
鶉
原
野
、

須
賀
の
４
つ
が
引
揚
者
の
開
拓
地

と
し
て
割
り
当
て
ら
れ
ま
し
た
。

も
と
も
と
深
い
山
林
だ
っ
た
り
、

急
な
山
地
だ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
か

ら
、
入
植
者
の
苦
労
は
大
変
な
も

の
で
し
た
。
入
植
が
う
ま
く
い
か

ず
、
厚
沢
部
を
離
れ
て
し
ま
っ
た

家
族
も
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

鶉
原
野
で
は
戦
後
開
拓
の
苦
労

を
偲
び
、「
拓
魂
流
汗
之
碑
」
が
建

立
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
開
拓
に
は

３
０
０
戸
も
の
入
植
が
あ
っ
た
と

石
碑
に
は
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
戦
後
開
拓
の
実
態

　

樺
太
か
ら
引
き
揚
げ
、
意
養
に

昭
和
23
年
に
入
植
し
た
Ａ
．
Ｋ
さ

ん
は
ロ
シ
ア
国
境
に
近
い
集
落
で

終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。
ソ
連
軍
の

侵
攻
が
始
ま
っ
た
た
め
北
海
道
へ

引
き
揚
げ
よ
う
と
し
ま
し
た
が
、

豊
原
市
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
爆
撃

を
受
け
、
引
き
揚
げ
を
断
念
し
た

と
い
い
ま
す
。

　

意
養
の
開
拓
地
で
は
割
り
当
て

ら
れ
た
山
林
を
伐
採
し
、
炭
焼
き

を
行
っ
た
と
い
い
ま
す
。
雑
木
林

を
切
り
開
き
、
伐
倒
し
た
樹
木
は

炭
に
焼
い
て
売
っ
た
そ
う
で
す
。

炭
焼
き
の
後
は
笹
を
刈
り
倒
し
、

火
を
入
れ
て
か
ら
畑
に
し
ま
し

た
。
焼
畑
で
は
ス
イ
カ
な
ど
は
す

ご
く
大
き
な
も
の
が
採
れ
た
と
い

い
ま
す
が
、
お
金
に
は
な
ら
な
か

っ
た
よ
う
で
す
。
割
り
当
て
ら
れ

た
５
ha
ほ
ど
の
土
地
を
す
べ
て
焼

い
て
畑
に
す
る
の
に
約
10
年
か
か

り
ま
し
た
。
ま
だ
若
か
っ
たA

.K

さ
ん
は
、
先
行
き
の
見
え
な
い
開

拓
の
仕
事
が
嫌
で
た
ま
ら
な
か
っ

た
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
人
々
の
苦
労
の
多

く
は
現
在
は
忘
れ
ら
れ
、
ま
た
、

開
拓
さ
れ
た
農
地
も
一
部
は
山
林

に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
樺
太
か
ら
の
引
揚
者
た
ち
が

山
林
を
切
り
開
い
た
歴
史
は
、
厚

沢
部
町
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
も

の
で
し
た
。「
拓
魂
流
汗
之
碑
」が

今
も
静
か
に
伝
え
る
よ
う
に
、
彼

ら
の
労
苦
を
町
の
歴
史
と
し
て
記

録
し
、
次
世
代
に
伝
え
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

旭丘にひっそりと建つ旭丘にひっそりと建つ「拓魂流汗之碑」。戦後開拓「拓魂流汗之碑」。戦後開拓
の苦労を偲んで昭和50年に建立されましの苦労を偲んで昭和50年に建立されました。た。

戦後に厚沢部町へ移住した方々の居住地。戦後に厚沢部町へ移住した方々の居住地。

これまで農地や集落がなかった場所に開これまで農地や集落がなかった場所に開
拓者として入植を余儀なくされました。拓者として入植を余儀なくされました。

条件の悪い土地も多く、開拓を断念して条件の悪い土地も多く、開拓を断念して

離農する方も多くありました。離農する方も多くありました。
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い
も
掘
り
体
験
農
園
を
開
催

活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

▲いも掘り体験の様子

「
一
部
免
除
を
受
け
た
と
き
は
残
り
の
保
険
料
の
納
付
を
忘
れ
ず
に
」

ね
ん
き
ん

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

◎
保
険
料
の
一
部
免
除

　

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
本
人
・

世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年
の
所
得

（
１
月
か
ら
６
月
ま
で
に
申
請
す

る
場
合
は
前
々
年
の
所
得
）
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
、
申
請
し
て

承
認
さ
れ
る
と
納
付
が
免
除
さ
れ

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合

免
除
さ
れ
る
保
険
料
額
に
は
、
全

額
、
４
分
の
３
、
半
額
、
４
分
の

１
の
４
段
階
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
４
分
の
３
免
除
、

半
額
免
除
、
４
分
の
１
免
除
は
、

納
付
す
べ
き
保
険
料
の
一
部
が
免

除
さ
れ
る
こ
と
か
ら
一
部
免
除
と

い
い
ま
す
。
こ
の
一
部
免
除
を
受

け
た
保
険
料
の
残
り
の
保
険
料
、

つ
ま
り
免
除
を
受
け
て
い
な
い
保

険
料
は
、
必
ず
納
め
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
保
険
料
の
納
付

を
怠
る
と
免
除
が
承
認
さ
れ
て
も

保
険
料
未
納
期
間
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

◎
保
険
料
の
納
期
限

　

国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
納
期

限
が
あ
り
ま
す
。
毎
月
の
保
険
料

は
、
翌
月
末
日
ま
で
に
納
付
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
２
年
を
経
過
す
る
と

時
効
に
よ
っ
て
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
一
部
免
除
を
受
け
た

場
合
で
も
、
残
り
の
免
除
さ
れ
て

い
な
い
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
こ

の
納
期
限
ま
で
に
納
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
問
合
せ
先　

住
民
係

�

☎
６
４-

３
３
１
３

　
10
月
31
日
ま
で

「
行
政
相
談
月
間
」

　

国
の
行
政
活
動
全
般
に
関
す
る

苦
情
や
相
談
を
受
け
付
け
、
相
談

者
へ
の
助
言
や
関
係
機
関
に
対
す

る
改
善
の
申
し
入
れ
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。

【
特
設
行
政
相
談
所
】

◆
日
程　

10
月
17
日

（金）

◆
時
間　

①
９
時
～
12
時

　
　
　
　

②
13
時
～
15
時

　
　
　
　

③
15
時
～
17
時

◆
場
所　

　

①
高
齢
者
事
業
団
事
務
所

　

②
鶉
地
区
研
修
セ
ン
タ
ー

　

③
館
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

◆
行
政
相
談
委
員

　

替
地　

薫
さ
ん
（
赤
沼
町
）

☎
０
９
０
‐
２
０
５
８
‐
９
３
５
５

◆
相
談
内
容

　

年
金
、
医
療
保
険
、
社
会
福
祉
、　

　

交
通
安
全
、
登
記
、
道
路
、
河

　

川
、
役
所
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
等

◆
お
問
い
合
わ
せ　

　

住
民
税
務
課
生
活
安
全
係

�

☎
６
４
‐
３
３
１
３

　

８
月
31
日

（日）
に
農
業
活
性
化
セ

ン
タ
ー
の
種
子
馬
鈴
薯
展
示
圃
に

て
、「
い
も
掘
り
体
験
農
園
」
が
開

催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
17
組
36
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
高
気
温
27
・
７
℃
で
快
晴
、

風
も
な
く
絶
好
の
芋
掘
り
日
和
と

な
り
ま
し
た
。
今
年
の
芋
は
、
小

ぶ
り
の
も
の
が
多
か
っ
た
で
す
。

参
加
者
は
、
夫
婦
や
家
族
な
ど

様
々
で
、
函
館
市
や
北
斗
市
な
ど

町
外
か
ら
の
参
加
が
多
く
、
な
か

に
は
毎
年
参
加
さ
れ
て
い
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

厚
沢
部
町
に
住
ん
で
い
る
と
、

メ
ー
ク
イ
ン
も
、
い
も
掘
り
も
そ

れ
ほ
ど
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
、

日
常
的
に
目
に
す
る
光
景
で
あ
っ

た
り
、
家
に
た
く
さ
ん
あ
る
と
い

う
家
庭
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
芋
を

得
る
の
で
は
な
く
、
掘
る
こ
と
に

意
義
が
あ
り
ま
す
。
日
の
光
を
浴

び
て
心
地
よ
い
汗
を
か
い
た
後
に

は
、
目
の
前
に
温
泉
が
待
っ
て
い

ま
す
。「
い
も
掘
り
体
験
農
園
」は
、

例
年
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
来

年
は
家
族
や
友
人
と
の
思
い
出
作

り
と
し
て
参
加
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

　

区
画
に
は
余
裕
が
あ
り
ま
す
の

で
町
外
だ
け
で
な
く
町
内
の
方
も

た
く
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

【
農
業
振
興
係　

𠮷
田　

友
耶
】

　

令
和
６
年
５
月
、
父
母
の
離

婚
後
の
子
の
養
育
に
関
す
る
民

法
等
の
改
正
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
改
正
法
に
よ
る
運
用

は
、
令
和
８
年
５
月
ま
で
に
ス

タ
ー
ト
す
る
よ
う
で
す
。
改
正

の
目
的
は
、
父
母
が
離
婚
し
た

後
も
子
ど
も
の
利
益
を
確
保
す

る
こ
と
に
あ
る
よ
う
で
す
。

　

今
回
の
民
法
等
の
主
な
改
正

点
は
次
の
４
つ
で
あ
る
と
私
は

考
え
ま
す
。
①
父
母
が
、
親
権

や
婚
姻
関
係
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
子
ど
も
を
養
育
す
る
責

務
を
負
う
な
ど
親
の
責
務
に
関

す
る
ル
ー
ル
が
明
確
化
し
た
こ

と
。
②
父
母
の
離
婚
後
の
親
権

に
関
す
る
ル
ー
ル
の
見
直
し

（
い
わ
ゆ
る
離
婚
後
共
同
親
権

制
度
の
導
入
）。③
養
育
費
の
支

払
確
保
に
向
け
た
見
直
し
。
④

安
全
・
安
心
な
親
子
交
流
の
実

現
に
向
け
た
見
直
し
（
父
母
以

外
の
親
族
と
子
ど
も
の
交
流
に

関
す
る
ル
ー
ル
設
定
な
ど
）。な

お
、
こ
の
他
に
も
財
産
分
与
な

ど
い
く
つ
か
の
点
で
改
正
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
中
で
特
に
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
改
正
点
は
、
や
は
り
②

の
離
婚
後
共
同
親
権
制
度
の
導

入
に
関
す
る
も
の
だ
と
私
は
思

い
ま
す
。
離
婚
後
も
父
母
双
方

が
親
権
者
と
な
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
共
同
親
権
制
度
は
、

こ
れ
ま
で
日
本
で
は
存
在
し
な

か
っ
た
新
し
い
制
度
に
な
り
ま

す
。
裁
判
に
な
っ
た
場
合
に
ど

の
程
度
共
同
親
権
が
認
め
ら
れ

る
の
か
、
実
際
に
共
同
親
権
と

な
っ
た
場
合
に
ど
の
よ
う
な
問

題
が
生
じ
る
の
か
、
実
際
に
制

度
が
始
ま
ら
な
い
と
わ
か
ら
な

い
部
分
が
あ
り
ま
す
。

　

併
せ
て
重
要
な
改
正
だ
と
私

が
思
う
の
は
、
③
の
養
育
費
の

支
払
い
確
保
に
向
け
た
改
正
で

す
。
こ
の
改
正
に
よ
り
養
育
費

の
取
決
め
に
基
づ
く
民
事
執
行

手
続
が
容
易
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
養
育
費
に
つ
い
て
取
り

決
め
が
な
く
と
も
離
婚
の
後
引

■■  窓窓口口負負担担割割合合がが２２割割ととななるる方方へへのの配配慮慮措措置置がが終終了了ととななりりままししたた

窓口負担割合が２割となる方に対して、令和４年１０月１日から実施しておりました配慮措置
が、令和７年９月診療分をもって終了となりましたのでお知らせいたします。

【終了となる配慮措置の概要】

令和４年１０月１日の施行後３年間（令和７年９月診療分まで）は、２割負担となる方について
窓口負担割合の引き上げに伴い、１か月の外来医療の負担増加額を３，０００円までに抑えます。
（入院の医療費は対象外です。）

後期高齢者医療制度
（高額療養費）のお知らせ

～ 窓口負担割合が２割となる方への配慮措置の終了 ～

北海道後期高齢者医療広域連合

〒060-0062
札幌市中央区南２条西14丁目 国保会館６階
電話 011－290－5601

厚沢部町役場 住民税務課 国保係
電話 0139－64－3313

問合せ先

続
き
子
ど
も
の
監
護
を
主
と
し

て
行
う
父
母
は
、
他
方
に
対
し

て
一
定
額
の
「
法
定
養
育
費
」

を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
養

育
費
に
関
す
る
裁
判
手
続
き
の

利
便
性
が
向
上
し
ま
し
た
。
具

体
的
に
は
、
家
庭
裁
判
所
が
当

事
者
に
対
し
て
収
入
情
報
の
開

示
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
り
、
民
事
執
行
手

続
に
て
申
請
を
１
回
の
申
立
て

で
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
り
し

ま
す
。
こ
れ
ら
の
改
正
に
よ
り

養
育
費
の
支
払
い
確
保
が
か
な

り
容
易
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。

　

以
上
の
と
お
り
、
今
回
の
民

法
等
改
正
は
日
本
の
離
婚
事
件

実
務
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

こ
と
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

★
ご
相
談
の
ご
予
約
は

０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
６
３

【
法
テ
ラ
ス
江
差

�

　

弁
護
士　

樋
口　

直
久
】

法
テ
ラ
ス
通
信
通
信

 

離
婚
後
の
子
の
養
育
に
関
す
る
民
法
等
改
正
に
つ
い
て

vol.162
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　　まだ受けられます！

　　　　　厚沢部町の健診 ・検診

　今年度の健診・検診はお済みでしょうか？まだまだ受けられるチャ
ンスはあります。
　
　全て無料で受けられるこの機会に、ご自身の健康について確認して
みませんか？

☆問合せ先☆ 町保健福祉センター内　健康増進係　☎６４-３３１９

【広報あっさぶは町ホームページでカラー配信しています】

身
体
・
知
的
障
害
者
相
談
員

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

町
で
は
身
体
や
知
的
に
障
が
い

の
あ
る
人
た
ち
の
相
談
を
受
け
た

り
、
指
導
を
行
っ
た
り
す
る
障
害

者
相
談
員
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
談
員
は
北
海
道
の
地
域

相
談
員
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
障

が
い
者
に
対
す
る
虐
待
、
差
別
等

の
不
利
益
な
扱
い
な
ど
に
関
す
る

相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
の
方
た
ち
を
支
援
す

る
「
身
近
な
相
談
役
」
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
町
身
体
障
害
者
相
談
員

　
　
　

（
兼
北
海
道
地
域
相
談
員
）

　

澤
口　

安
秀
さ
ん
（
新　

栄
）

�

☎
６
６
‐
２
７
３
４

●
町
知
的
障
害
者
相
談
員

　
　
　

（
兼
北
海
道
地
域
相
談
員
）

　

長
谷
川　

義
晴
さ
ん（
赤
沼
町
）

�

☎
６
４
‐
３
９
４
１

今月は、 保健師　小森　麗奈　です

ごめんください
　　保健師です！ 405

※がん検診・・・胃、大腸、肺、前立腺、膵臓、胆道の６種類
※オプション検診・・・肝炎、ＡＢＣ検査（ピロリ菌）、エキノコックス、骨粗鬆症の４種類

　３地区各センターで受診できる集団健診の他、お好きな日にちを選んで受診できる
国保病院での個別健診等どれも無料で受けられます。ご自身が受けやすい健診で健康
を振り返りましょう。

 

 日にち 場所 健診内容 申し込み 

秋の総合健診 11月 14日

～ 

11月 16日 

14日：鶉地区研修

センター 

15日：館地域振興

センター 

16日：町民交流セ

ンター 

・特定健診 

 （国保加入者、社保等の被扶養者） 

・長寿健診 

 （75歳以上の町民） 

・若年健診 

 （40歳未満の町民） 

・各種がん検診※ 

・その他オプション検診※ 

保健福祉課健康増

進係 

0139- 

64-3319 

 

※10月20日〆切 

個別健診 ～2月27日 厚沢部町国民健康

保険病院 

厚沢部町国民健康

保険病院 

0139- 

64-3036 

JA 巡回ドッ

ク（農協組合員

対象） 

12月 12日 保健福祉センター JA新函館厚沢部

営農センター 

0139- 

64-3324 

乳がん 

子宮がん検診 

～2月28日 函館市内の各医療

機関 

（対象となる医療機

関については、保健師

までお問い合わせく

ださい） 

・乳がん検診 

 マンモグラフィー、乳腺エコー 

・子宮がん検診 

 細胞診（頸部・体部） 

 エコー 

各医療機関 

 

 

※受診券の持参が必

要です。受診券は保健

センターにあります

ので、ご連絡くださ

い。 

 

 

各種がん検診・オプション検診は

保険の種類に関わらず受診可能で

す！がん検診のみ、オプション検

診のみの受診も可能！ぜひお問い

合わせください。 

●今後実施される健診・検診

（６人分）

今月の簡単レシピ

ほうとう
～かぼちゃと根菜の鍋～

　

　かぼちゃの甘味とみそ味の相性が良く、

からだが温まる鍋料理です。

　旬の白菜や大根など季節の野菜を加えた

鍋で寒さ対策をしましょう。

【材料】 【数量】 【作り方】

かぼちゃ １５０ｇ ①�かぼちゃは一口大に乱切り
し少量の水をかけてレンジ
で３分加熱します。

②�大根、人参はいちょう切りに
し、しめじは小房に分けます。
ねぎは斜め切り、白菜は、豚
肉は一口大に切ります。油
揚げは棒状に切って熱湯を
かけて油抜きします。

③�だしを鍋にかけ、大根、人
参を煮立てます。しめじ、
白菜、肉、油揚げ、うどん
を加え火が通る頃に●調味
料を入れます。

④�かぼちゃ、ねぎを加え、味
を調え完成です。お好みで
七味唐辛子等加えても良い
です。

平うどん １８０ｇ

大根 １００ｇ

人参 １/４本

しめじ １/２房

長ネギ １/２本

白菜 大２枚

豚肩ロース ２００ｇ

油揚げ １枚

だし汁 １Ｌ

●しょうゆ 大さじ１

●みりん 大さじ１

●みそ ４０ｇ

●酒 大さじ１

食改からのコ
メント

食生活
改　善
協議会

　 北海道内の事業場で働くすべての労働者（会社員、

 パート、アルバイトの方、学生さんなど働くすべて 

 の人）及びその使用者に適用される北海道最低賃金

 が次のとおり改定されました。

厚生労働省　北海道労働局労働基準監督署（支署）

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

北北北北北北海海海海海海道道道道道道最最最最最最低低低低低低賃賃賃賃賃賃金金金金金金      

111111,,,,,,000000777777555555 円円円円円円      
令和７年 10 月４日発効 

時間額 

みんなチェック！　最低賃金。

北海道最低賃金

　

困りごとはありませんか

有償ボランティア活動中です！

　４月よりスタートした「ちょこっとぼらんて
ぃあ ASSABO（あっさぼ）」はおおむね 65 歳以
上の方のちょっとした困りごとを有償でお手伝
いする活動をしています。最大 30 分以内で終
了できる軽微な内容のものに限りますが、お困
りなことがありましたら先ずはお問い合わせく
ださい。

　～依頼のあった一例として～
　窓掃除、庭先の整理整頓、資源ごみの分別、
神棚掃除、カーテンの取り外し・取付けなど

【問合せ先】　厚沢部町地域包括支援センター
　　　　　　担当　下川部・福士　
　　　　　　☎６７-２２９９
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年金生活者支援給付金制度について

■老齢基礎年金を受給している方

以下の要件をすべて満たしている必要があります
✓ 65歳以上である
✓ 世帯員全員が市町村民税が非課税となっている
✓ 年金収入額とその他所得額の合計が約90万円以下である

➢ 年金生活者支援給付金のご請求でお困りになったときには、お電話ください。

■障害基礎年金・遺族基礎年金を
受給している方

以下の要件を満たしている必要があります
✓ 前年の所得額が約479万円以下である

請求手続き

対象となる方

市町村の広報誌に掲載する原稿（案）

✓ 日本年金機構や厚生労働省から、電話でお客様の家族構成や金融機関の口座番号・暗証番号をお聞きしたり、手数料など

の金銭を求めることもありません。

『給付金専用ダイヤル』：０５７０－０５－４０９２（ナビダイヤル）

日本年金機構や厚生労働省を装った不審な電話や案内にご注意ください。

年金生活者支援給付金は、公的年金等の収入やその他の所得額が一定基準額以下の、年金受給者

の生活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。

受け取りには請求書の提出が必要です。ご案内や事務手続きは、日本年金機構（年金事務所）が

実施します。

① 新たに年金生活者支援給付金をお受け取りいただける方
お受け取りの対象になる方には、日本年金機構から９月初旬頃に、請求可能な旨のお知らせを送付していま

す。同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）に記入し提出してください。令和８年１月５日までに請求
手続が完了しますと、令和７年１０月分からさかのぼって受け取ることができます。

② 年金を受給しはじめる方
年金の請求手続きと併せて年金事務所または市区町村で請求手続きをしてください。

請求手続きは

お早めに！

年金生活者支援給付金 検索

別添１

続
・
協
力
隊
新
聞

笑
顔
で
あ
っ
さ
ぶ
V

vol.39

　

８
月
23
日
よ
り
、
厚
沢
部
町
の

新
た
な
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と

し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
の
オ
ガ

バ
ン
・
カ
イ
ラ
・
カ
カ
ス
さ
ん

（23）

が
着
任
し
ま
し
た
。
カ
イ
ラ
さ
ん

は
、
先
月
号
で
紹
介
し
た
ロ
ー
ズ

さ
ん
と
共
に
、
認
定
こ
ど
も
園
は

ぜ
る
で
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
活
動
し
ま

す
。

　

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
と
は
、「
多
様
性
」
を
伝

え
る
講
師
の
こ
と
で
、
カ
イ
ラ
さ

ん
達
と
日
々
交
流
す
る
こ
と
で
、

園
児
た
ち
は
多
様
な
文
化
や
言
語

▲フィリピンから着任した
　オガバン・カイラ・カカスさん（右）

に
対
す
る
抵
抗
が
な
く
な
り
、
園

児
た
ち
の
視
野
が
広
が
る
こ
と
を

活
動
の
目
的
と
し
ま
す
。

　

カ
イ
ラ
さ
ん
は
日
本
の
ア
ニ
メ

が
大
好
き
で
、
大
学
在
学
中
に
独

学
で
日
本
後
の
勉
強
を
開
始
。
卒

業
後
は
日
本
で
働
き
た
い
と
就
職

先
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
既
に

英
語
講
師
と
し
て
東
京
で
働
い
て

い
た
お
姉
さ
ん
の
紹
介
で
厚
沢
部

町
で
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募

集
を
知
り
、
関
心
を
も
っ
て
応
募

し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

趣
味
は
９
歳
か
ら
続
け
て
い
る

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
「
子
ど
も
た
ち

▲お祭りでは厚沢部音頭を踊りました！

と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た
り
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
き
っ
か
け
と
し

た
交
流
も
楽
し
い
で
す
」
と
笑
顔

で
話
し
ま
し
た
。

　

厚
沢
部
町
の
印
象
に
つ
い
て

は
、
「
平
和
で
、
皆
さ
ん
が
穏
や

か
に
優
し
く
接
し
て
く
れ
る
の

で
、
と
て
も
居
心
地
が
良
い
で
す
。

先
日
は
祭
り
に
も
参
加
し
、
皆
さ

ん
の
伝
統
を
大
切
に
す
る
姿
勢
に

感
動
し
ま
し
た
」と
語
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
は
、

「
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
は
じ
め
と
し
て
、

異
な
る
文
化
の
理
解
を
深
め
る
お

手
伝
い
を
し
た
い
で
す
。
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
私
も
い
ろ
ん
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま

す
！
」
と
目
標
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

事

　

急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

10
月
の
休
日
当
番
医

（
受
付
時
間

：

９
時
〜
17
時
）

当番医 病 院 名（電話番号） 当番医 病 院 名（電話番号）

10月4日（土） 勤医協診療所（52-1366） 5日（日） 道立江差病院（52-0036）

11日（土） 上ノ国診療所（55-2017） 12日（日） 乙部町国保病院（62-2331）

13日（月） 勤医協診療所（52-1366） 18日（土） 厚沢部町国保病院（64-3036）

19日（日） 上ノ国診療所（55-2017） 25日（土） 佐々木病院（52-1070）

26日（日） 厚沢部町国保病院（64-3036）

（
17
時
以
降
は
道
立
江
差
病
院
が
当
番
医
と
な
り
ま
す
）

　 10 月の外来診療情報

北海道立江差病院
〔０１３９- ５２- ００３６〕

厚沢部町国保病院
〔０１３９- ６４- ３０３６〕

診 療 科 診 療 日

内 科

外 科

月～金曜日
 （祝祭日は休診）

眼 科

　　７日（火）
　  ８日（水） 午前のみ
　　21日（火） 
　　22日（水） 午前のみ

受 付
時 間

午前…  8時30分～11時30分
午後… 13時30分～15時00分

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する
　場合もあります。事前に病院へご確認ください。
※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日
　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり
　ますので、お問い合わせください。

　　 午前… 8時00分～11時30分（初診は9時00分～）

　　 午後…13時00分～14時30分

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分～16時00分

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

受付
時間

　
インフルエンザワクチン予防接種についてインフルエンザワクチン予防接種について

◎電話受付による完全予約制です。

●高齢者及び一般の方

１.予約受付期間：10月１日（水）から人数到達まで

２.予約受付時間：月～金曜日13:00～15:00

３.接種期間：11月4日（火）～27日（木）（予定）

４.接種日当日の受付時間及び接種時間：

　 午前9:00～11:00　　午後14:30～、15:00～

　（接種日・時間等はお問い合わせください）

※�予約キャンセルは、接種日前日の15時までに、

必ず連絡するようお願いします。

●小児科

１.予約受付期間：10月1日（水）～10月31日（金）

注：11月以降は受付できません。

２.予約受付時間：月～金曜日15:00～16:00

３.接種期間：

１回目11月 4日（火）～11月21日（金）

２回目11月25日（火）～12月12日（金）

※�原則、１回目の３週間後に２回目の接種となり

ます。

※�予約キャンセルは、月～金曜日の13～15時まで

の間に、必ず連絡するようお願いします。

診 療 科 診 療 日

総合診療科 午前　月～金曜日（午前11時迄の受付）

整 形 外 科 
（完全予約制）

午前　月・水・木・金曜日
　　　　　　　　　（午前11時迄の受付）
午後　金曜日

循環器内科

午前　初診は月・火・木・金曜日
　　　　　　（水曜日の再診は予約のみ）
午後　初診は月・金曜日
　　　　　　（木曜日の再診は予約のみ）

消化器内科
午前　17.31日（午前11時迄の受付）
午後　17.23.31日（完全予約制）

呼吸器内科
午前　金曜日（午前11時迄の受付）
午後　木曜日

神 経 内 科 午前　10.24日

総 合 診 療
（外　　科）

午前　火～木曜日

外 科
午前　20日（午前11時迄の受付）
４月から曜日変更となりました。

小 児 科
午前  月～金曜日　
午後  火と木曜日（午後3時～4時の受付）

泌 尿 器 科 午前　月～金曜日　午後　木曜日

精 神 科
午前　月～金曜日（初診は完全予約制）
午後　月・火・水曜日（完全予約制）

産 婦 人 科
午前　7.20.21日（午前11時迄の受付）
午後　6.20日

耳鼻咽喉科
午前　1.8.9.14.15.22.23.28.29日
　　　　　　　（午前11時迄の受付）
午後　8.22日

眼 科
午前　2日（予約以外の初診受付11時迄）

午後　1.15.22日

皮 膚 科 午前　火曜日

10 月～ 11 月　行事＆お知らせ
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－ 10 月＆ 11 月の行事＆お知らせ－

障
が
い
者
雇
用
フ
ェ
ア

２
０
２
５
の
開
催

所
得
税
の
基
礎
控
除
の
見
直
し

個
別
相
談
会
を
開
催

－ 10 月＆ 11 月の行事＆お知らせ－

第
63
回
厚
沢
部
町
町
民
文
化
祭

の
開
催
に
つ
い
て

　

第
63
回
厚
沢
部
町
町
民
文
化
祭

が
11
月
２
日

（日）
と
３
日

（月）
の
２
日

間
開
催
さ
れ
ま
す
。
文
芸
作
品
展

ほ
か
、
芸
能
発
表
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

　

ぜ
ひ
会
場
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
、
２
日
間
で
「
芸
術
の
秋
、

読
書
の
秋
、
成
果
発
表
の
秋
」
を

満
喫
し
て
く
だ
さ
い
！

●
文
芸
作
品
展

■
日
時

　

11
月
２
日

（日）　

13
時
～
20
時

　

11
月
３
日

（月）　

９
時
～
16
時

■
会
場　

総
合
体
育
館

●
芸
能
発
表
会

■
日
時

　

11
月
３
日

（月）　

14
時
～
19
時

■
会
場　

　

町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み

★
問
合
せ
先

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

�

☎
６
４-

３
３
１
８

運
転
免
許
更
新
時
講
習

◎
ま
な
び
っ
く

☆
10
月
９
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

　

14
時
～
15
時

◆
初
回
更
新
者
講
習

　

15
時
45
分
～
17
時
45
分

☆
10
月
23
日

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

　

14
時
15
分
～
16
時
15
分

◎
上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

☆
10
月
15
日

（水）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　

13
時
～
13
時
30
分

★★★南部桧山清掃センターからのお知らせ★★★
10 月 11 日・25 日（土）は休日のため当施設へのごみの搬入はできません。

ごみ収集カレンダーにも掲載してありますので、ご確認ください。
【問い合わせ先：南部桧山清掃センター（☎ 53-6301）】

大
収
穫
感
謝
祭
２
０
２
５

in
あ
っ
さ
ぶ
開
催

　

第
12
回
『
大
収
穫
感
謝
祭
２
０

２
５
in
あ
っ
さ
ぶ
』
が
10
月
４
日

（土）
、
厚
沢
部
町
役
場
前
駐
車
場
特

設
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
（
雨
天

決
行
）。

　

今
年
は
あ
っ
さ
ぶ
メ
ー
ク
イ
ン

１
０
０
周
年
記
念
と
し
て
ジ
ャ
ン

ボ
コ
ロ
ッ
ケ
が
揚
げ
ら
れ
る
ほ

か
、
メ
ー
ク
イ
ン
が
た
く
さ
ん
も

ら
え
る
!?
ク
イ
ズ
大
会
や
ゲ
ー
ム

が
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
農
協
女

性
部
の
手
作
り
フ
ー
ド
や
厚
沢
部

産
の
新
鮮
野
菜
と
新
米
を
販
売
。

「
厚
沢
部
の
食
を
楽
し
み
＆
味
わ

え
る
」
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
家
族

ご
友
人
等
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

善
意
感
謝
致
し
ま
す

◎
厚
沢
部
町
へ

　
厚
沢
部
町
囲
碁
愛
好
会　

　
　

 

（
南
田　

英
俊
会
長
）
か
ら

�

１
１
１
，
５
２
６
円

◎
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

　

字
鶉
・
大
石　

力
さ
ん
か
ら

�

５
０
，
０
０
０
円

　

新
町
・
飴
谷
喜
美
男
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
　

５
０
，
０
０
０
円

☆
社
会
福
祉
に
役
立
て
て
と

札
幌
市
・
干
場　

ヨ
シ
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　

１
０
０
，
０
０
０
円

不
正
軽
油
は
犯
罪
で
す
！

　

北
海
道
で
は
10
月
を
「
不
正
軽

油
防
止
強
化
月
間
」
に
設
定
し
、

不
正
軽
油
の
撲
滅
に
向
け
た
取
組

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

不
審
な
軽
油
の
売
り
込
み
、
灯

油
や
重
油
を
ト
ラ
ッ
ク
の
燃
料
に

使
用
し
て
い
る
な
ど
、
不
正
軽
油

に
関
す
る
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

「
不
正
軽
油
ス
ト
ッ
プ
１
１
０
番
」

★
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス

☎
０
８
０
０-
８
０
０
２-

１
１
０

相
続
登
記
・
遺
言
教
室
の
開
催

　

函
館
地
方
法
務
局
江
差
支
局
で

は
、
相
続
・
遺
言
の
基
礎
知
識
、

相
続
登
記
、
自
筆
証
書
遺
言
書
保

管
制
度
に
つ
い
て
説
明
す
る
教
室

を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

10
月
９
日

（木）　

14
時
～
16
時

■
会
場　

江
差
地
方
合
同
庁
舎

■
参
加
費　

無
料

★
問
合
せ
先

　

函
館
地
方
法
務
局
江
差
支
局

�

☎
５
２-

１
０
４
８

　

令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
よ
る

基
礎
控
除
の
見
直
し
等
に
つ
い

て
、
令
和
７
年
12
月
に
行
う
年
末

調
整
な
ど
、
令
和
７
年
12
月
以
後

の
源
泉
徴
収
事
務
に
変
更
が
生
じ

る
た
め
、
個
別
相
談
会
を
開
催

し
ま
す（
電
話
に
よ
る
事
前
予
約

制
）。

■
日
時

　

①
10
月
31
日

（金）　

　

②
11
月
４
日

（火）

■
会
場　

江
差
税
務
署

★
予
約
・
問
合
せ
先

　

江
差
税
務
署　

調
査
部
門

�

☎
５
２-

０
０
７
８

　

音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い
、
税

務
署
の
担
当
に
御
用
の
方
「
２
」

を
選
択
し
、
個
別
相
談
会
の
事
前

予
約
で
あ
る
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ

い
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
函
館
で
は
、
障

が
い
の
あ
る
方
々
の
就
職
支
援
の

た
め
、
企
業
と
の
面
接
や
情
報
交

換
の
場
と
し
て
「
障
が
い
社
雇
用

促
進
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

　

11
月
７
日

（金）　

13
時
～
16
時

■
会
場　

　

函
館
市
湯
川
町
１
丁
目
16
‐
18

　

花
び
し
ホ
テ
ル　

芙
蓉
の
間

★
問
合
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
函
館

�

☎
０
１
３
８
‐
８
８-

１
３
２
０

南
部
桧
山
衛
生
処
理
組
合

正
職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

◆
採
用
人
数

　

一
般
行
政
兼
技
術
職
員
１
名

◆
受
付
期
間

　

10
月
14
日

（火）
～
11
月
14
日

（金）

　

15
時
必
着

◆
採
用
予
定

　

令
和
８
年
４
月
１
日

◆
試
験
内
容　

事
務
能
力
試
験
、

適
性
試
験
、
面
接
試
験

◆
申
込
方
法　

申
込
書
に
所
定
事

項
を
記
載
し
、
必
要
書
類
と
と
も

に
、
組
合
庶
務
係
ま
で
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
組
合
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
★
問
合
せ
先

　

南
部
桧
山
衛
生
処
理
組
合
庶
務
係

�

☎
５
３
‐
６
３
０
１

　　ふるさと納税で厚沢部町を
　　応援してください！
　　　　　（町特設ＨＰは右記から）

　

　

おまつり

広報あっさぶ
巻末４コマ漫画

第３回

お祭りが大好きです

　

山車に
乗ったり

楽しいよね

不法投棄は
犯罪です！
見られてない・バレないから
という考えはやめましょう。

だし

みこし

神輿を
担いだよ

結構なお祭りでしたね
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あとがき

広報あっさぶ

令和７年10月号（第742号）

あっさぶメークイン 100 周年記念

　
９
月
７
日

　
９
月
７
日

（日）（日）
に
厚
沢
部
町
総
合

に
厚
沢
部
町
総
合

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
あ
っ
さ
ぶ
メ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
あ
っ
さ
ぶ
メ
ー

ク
イ
ン
１
０
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ク
イ
ン
１
０
０
周
年
記
念
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
来
場
者
は
、
テ
ィ
ラ
ノ
レ
ー
ス

　
来
場
者
は
、
テ
ィ
ラ
ノ
レ
ー
ス

や
、
光
る
ス
テ
ィ
ッ
ク
状
の
サ
イ

や
、
光
る
ス
テ
ィ
ッ
ク
状
の
サ
イ

リ
ウ
ム
を
持
っ
て
踊
る
サ
イ
リ
ウ

リ
ウ
ム
を
持
っ
て
踊
る
サ
イ
リ
ウ

ム
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ー
ジ
、
幻
想
的

ム
ダ
ン
ス
の
ス
テ
ー
ジ
、
幻
想
的

な
ナ
イ
ト
バ
ブ
ル
を
見
な
が
ら
飲

な
ナ
イ
ト
バ
ブ
ル
を
見
な
が
ら
飲

食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

食
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▼「ゼロから打ち師始めます。」のステージ

▼
巻
末
４
コ
マ
漫
画
作
成
に
苦

し
ん
で
い
ま
す
。
コ
ツ
を
つ
か
め

ば
パ
ッ
と
起
承
転
結
に
仕
上
げ

ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
が
、
ま
だ
そ

の
域
に
達
し
て
お
ら
ず
、
自
分
で

始
め
た
く
せ
に
苦
し
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
立
派
な
４
コ
マ
漫

画
家
に
成
長
し
ま
す
の
で
、
温
か

い
目
で
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
今
年
も
結
構
な
お
祭
り
で
し

た
ね
。
毎
年
13
日
～
16
日
は
、
当

路
、
館
町
、
本
町
・
新
町
の
祭
り

に
参
加
し
ま
す
。
今
年
は
連
休
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
大
変
楽
し
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
の

よ
う
に
へ
ん
じ
ゃ
か
ぶ
を
痛
め

る
こ
と
も
な
く
、
適
度
な
疲
労
感

と
達
成
感
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
イ

ベ
ン
ト
等
で
走
り
抜
い
た
９
月
。

「
頬
が
痩
せ
こ
け
た
ね
」
と
言
わ

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
10
月
は
口

い
っ
ぱ
い
に
食
べ
て
身
体
を
労

わ
っ
て
や
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

▼
あ
っ
さ
ぶ
メ
ー
ク
イ
ン
１
０

０
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
夜

に
光
の
ス
テ
ー
ジ
と
い
う
な
ん

と
も
幻
想
的
な
空
間
で
し
た
。
モ

ノ
ク
ロ
の
広
報
で
は
伝
え
き
れ

ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

カ
ラ
ー
で
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
５
年
に
１
度
の
国
勢
調
査
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
各
世
帯
を
調

査
員
の
方
が
訪
問
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。（
あ
ら
き
）

町の人口

（９月19日届出分まで）

戸籍の窓

おくやみもうしあげます

上　里　飴谷　 男さん（93歳）　8/19

　鶉　　根津　　忠さん（90歳）　8/24

令和７年８月末現在

世帯 男 女 人口 前月からの
人口増減

下地区 1,050 917 1,018 1,935（±0）

鶉地区 297 269 275 544（－4）

館地区 417 358 382 740（＋1）

全 町 1,764 1,544 1,675 3,219（－3）

※外国人住民を含む

（９月20日届出分まで）

今月の寄附件数 138件

今月の寄附金額 2,011千円
令和７年度
寄附件数累計 764件
令和７年度
寄附金額合計 11,491千円

前年度寄附金額 42,922千円

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

連続１７１ 日５

令和７年９月20日現在

厚沢部町交通死亡事故死
ゼロ記録簿

▲光と音楽とバブルが幻想的な空間を演出しました。

▲午前中はモルック大会

▼白熱したティラノレース

時
と

間
き

刻 む
を


